
救急搬送における医療機関の受入状況（重症以上傷病者）  
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咽2忘34忘56詔11画一 計 志望長里設空  

側g．t8 川調  5．13  00   

1虚以上牡■看   

件数 〇叫刀8 咽朋  ○、5， 4．2ユ  

現場滞在時憫（現場到着から現場出発までの時間）区分ごとの件数  

芸芸；三芸呈妄……芸芸去：諾芸墓誌什至芸至空  

件数1祁1．∽ り5．1引1乙5  乙77 】．卯  川 40帥8 t8．如 ヰ．叫 1．8l  

割合  絶8  33．  3．1  0．7   0．偶I t川1 1  」＝  l】  い   

へ  細道糊咽以上卸分以上   

（各年3月31日時点）  

16年  17年   18年  19年   20年  

三次救急  
（救命救急）   

170  178   189   201   208  

3．253  3．238   3．214   3．153   3．175  

救急）   

（地区数）  （403）  （411）   （411）   （408）   （405）  

休日夜間急  
（施設数）   

510  512   508   511   518  
一次救急  

683  677   86（；   854   641  

（厚生労勘省医政局調  
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救急隊からの情矧こ対して医療機関から  

受入困難理由として明確な回答があった内容  
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※  救急   
1事  実に  お  いて複数  医療杜関が傷病者背景を受入匝難理由として明確に包答した場合は、延べ数として集計している。  

消防庁、  
7  

／  肖   防法   

入れを円滑に行うことが、傷病者の救命率の向上や後遺症の軽減等の観点か   

設置し、地域の搬送・受入ルールを策定することとしたところ。  

め、消防法を改正し、都道府県において、医療機関、地域の医師会、消防機関   

＜搬送・受入ルール＞  

①彿病者の状況に応じた搬送先となる医療機関のリスト  

選  
定  

②消防機関が傷病者の状況を確認し、①のリストの中か  
ら搬送先医療機関を選定するためのルール  

：消防機  ためのルール  
：の搬送  

l  

④搬送先医療機附速やかに決乱ない壌創こおいて  

者を受け入れる医療機関を確保するためのルール  

地  域の搬送   

（  搬送・受  

8  
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こ都道府    董 ■ モ憎誓諾  
ノ施行期日＝公布の日から6月以内の政令で定める日  

厚生労働省匹政局指導性【平成21年○月25日）  

二次救急医療機関※の受入状況（20年データ）  

外来と入院の割合（当番日のみ）  

○本来、入院治療を行う医療機関として位置付けられているが、実態としては、外  
来患者の割合が多い。  

※ 病院輪番制参加病院、共同利用型病院など  

■蒼・王手 乏：‡：三三 三≡；：Hゞ王  

照会回数11回以上の事案における覚知時間別の分布  

重症以上傷病者  産科・周産期傷病者  
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救命救急センター等搬送事例  小児傷病者  
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搬送先医療機関が速やかに決定しない場合に医療機関を確保するための基準のイメージ  救命救急センター等における救急患者受入率  

都道府県  施設数  照会散 （a）  受入数 （b）  b／a   

2  滋賀県  8．37  ； ●  g9．9   
26  京都府  14．71  14．13  98．0   
27  大阪府   ロ  5，51  4．72  85．6   
28  庫県  13．611  †2．37  90．9   

29  奈良県   3  1．60   84  52．8  

3  和歌山県  4，64  4．4？2  g5．1   

31  鳥取県   2  62   608  98．1   

3  島根県  4．76  4．69  98．3   
に  岡山県  6．89  6，83  99．2   

3  広島県  3．30  乙89  87．6   

35  山口県  1，91  1．891  98．7   

3  徳島県  8．71  8．29  95．2   
37  川県  3．60  3．485  96．8   
38  愛嬢県  1，59  1．531  95．8   

3  知県  1．70  1．64  96．3   
4  岡県  24．4：】  24．101  98．6   
41  翼県   2  3，02  2．78  92．0   

4  長崎県   2  2．34  2．341  99．8   

4  熊本曝   2  10．601  10．43  98．4   
44  大分県  2．03  2．01  99．3   

4  宮崎県  1．62  1．61  99．6   

46  児島県   10   9  92．0   

47  沖縄県  13．85  13．511  98．9   
合音十  26  455．49  423，48  93．0   

「平成20年  の救急搬送における医療機関の受入れ状況等実態調査」（平成21年3月 総務省消防庁・厚生労働省）  

医師の勤務時間、当直回数  

○医師の1週間当た  

長い傾向が見られた  
の実勤務時間は平均61．3時間であった。特に救急科で74．4時間と  

○医師の平均当直回  は2．78回／月であった。小児科3．48回／月、産科・産婦人科4．51  
回／月、救急科5．48  ／月と、これらの科では特に当直回数が多かった。  

診療科別直近1  間の実動務時間  
診療科別平成20年10月1ケ月の当直回数   

空空三う  

脳神経外科  

小児科  

内科  

整形外科  

その他  

無回答  

精神科  

全体   

く忘蒜∋  

診療科不明（∩王2）  

く忘壷忘⊇  

小児科（∩＝ヱ0，）  

駐神経外科（n＝u6）  

外科（∩＝299）  

精神科（n＝57）  

内科（n＝ヰg8）  

その他（n三809）  

整形外科（n＝之41）  

全休（n三三333）  

6 ロ医師  

．‘ ■医師  

11．ユ  鳥．0  

0・001・00 2・00 3・00 4・加・5・甲三 6・00  

（平成20年度検旋部会評査「病院勤務医の負蛤軽減の実態調査」より作成）   
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診療科  人数  （人） 割合（％）   診療科  人数（人）  割合（叶）   

4  80 14．6％  脳神経外科   57  1．7％  

2  93  8．9％  心牌血管外科   46  1．4％  

2  13  6，5％  呼吸器外科   

2  07  6．3％  リハビリテーション科   

91  5．8％  病理   15  0．5％  

63  4．9％  基礎系   

42  4．3％  リウマチ科   

31  4．0％  診療内科   

31  4．0％  美容外科   

00  3．0％  緩和ケア   

92  2．8％  医療行政職   

86  2．6％  アレルギー科   

84  2．5％  その他   67  2．0％  

71  2．2％  無回答   

70  2．1％  全体   3．298  100％  

入院料  赦急支援医療    制塔機能病院や救命救急センターと連携している支援医療機  管制塔機能支援病院への支援  
等  機関加算  が、管制塔機能病院等から患者を受け入れた場合に算定  医療機関間の連携の強化   

成16年改訂時に存在していた「急性期入院加算（紹介率、平  二次救急医療機関を中心とした   
在院日数等を指標とする）」を復活する。これにより、救急車搬  救急医療機関への支援の充実  
患者を積極的に受け入れている医療機関が評価される。  と救急患者の受け入れ促進   

基本診  救急医療機関への軽症患者集  
療料   中の適正化  

初期救急機能の向上   

初期救急機能の向上  

する場合を対象に加える）   

基本診  初診料の加算    急外来において、胸痛、喘息、アナフィラキシー等鑑別に時間  緊急な救急患者のうち、外来  
療料  手間を要する疾患を診療する場合に加算   ベッドで長時間経過観察の必要  

な患者に対する、入院に準じた  
加算の創設  

救急医療に必要な診療報酬上の評価   

入院料  救命救急入院  医療計画で定める救命救急センターについては、届出病床数以  受け入れ困難事案の解消のた  
等  料   上の患者を受け入れた場合についても算定を認める。   め   

DPC  DPCの扱い  重症患者は最初の3～5日間くらいに高額の医療資源を投入す  救命救急センター、二次救急医  
る必要があるため、全てDPCとすると出来高払いに比べて低額  療機関ぺの支援の充実  
こなり、医療機関の持ち出しが大きくなる。例えば、最初の3～5  
日は出来高払いとし、iの後DPCを適用するような方法にする。  

救急医療管理  ＜救急医療管理加算の対象拡大＞   主として二次救急医療機関への  
加算（救急患  重症患者→救急車により救急患者を受け入れた場合に軽症  支援の充実  
者）   であっても算定可能とする（この際、重症患者を受け入れた場合  

まさらに増点とする。）。さらに、病院群輪番制の当番日でなくて  
も算定できるようにする。   

入院料   救急医療管理  
等   加算（高度救  撲の充実   

急体制加算）   

入院料   救急医療管理  
等   加算（救急医  

体制加算）   

入院料  救急医療管理  医療計画上規定される受入困難事案を確実に受け入れる医療  最後の砦の支援   
等  加算（受け入  機関又は管制塔機能病院として位置づけれれている医療機関  

れ促進加算）  の場合に算定できる。   

り  







病院小児科勤務医の労働時間（過労働時間換算）  

小児科医の常識は、社会にとっては非常識  
Avtrag●Numbtr01日our■pOrW●Okln  
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日本小児科学会－わが国の小児医療・救急医療提供体制の改革に向けて－  

地域小児科センター病院施設基準作成委員会  

高度専門医療  
周産期センター  入院・救急の集約化  

小児救急科  域化  

PICU  病診連携の強化  

救急搬送  身近な医療の継続  
女性医師の増加  

＼ 労働条件への配慮   

3次救急  



地域連携小児夜間・休日診療科に関する診療報酬制虔の変遷  

H川年4月新設  州6年4月改定   Hl時4月改定  【20  如月改定  

診療料（点数）   300点   300点  診療糾 3間点   診療靴 450点   和琴13∞点  銅料2回   

医師  
施  

医師が3名以上  

繁急時に小児が入院できる体制または他 

算定施設数  

I：近隣の保挨医療機関を主たる勤務先とするものに限る      山口・大分・  

宮崎で急増  

｝】  

‾】 亘 



交通事故、  

転落、溺  不詳の  
1病院  当たり死亡   病死  病院数の  
数  

総死亡数    病院数   割合  

自′  
血Ilココ■貫C  

221  69  3  20  314  314  48．5％  

ェ  】／J  1・U  0  ロ  ∠Jロ  】IO   10．エ乃  

3  

∪  
134  54  4  9  0  201  67  10．4％  

4  110  16  5  4  136  34  5．3％  

5  122  22  2  4  0  150  30  4．6％  

6  89  17  0  2  0  108  18   2．8％  

7  122  15  8  147  21   3．2％  

8  56  7  0  9  0  72  9   1．4％  

9  53  14  2  3  0  72  8   1．2％   

■検索不可、不明  

□不詳の外因死（11十12）  

窒息、中毒、その他不  
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